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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 8月 15日 (2007.8.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ６ は 、 火 炎 器 本 体 １ ６ の 説 明 図 で あ り 、 図 中 、 （ ａ ） は 、 採 光 部 １ ７ の 光 フ ァ イ
バ の 拡 大 図 、 （ ｂ ） は 、 光 フ ァ イ バ の 採 光 部 と 伝 送 部 の コ ネ ク タ 部 分 の 断 面 図 を 示 す 。 採
光 部 １ ７ に お け る 光 フ ァ イ バ は 、 図 ６ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 広 角 度 で の 採 光 が 可 能 な
よ う に 、 １ 本 の 曲 げ の 無 い 光 フ ァ イ バ を 基 準 と し て θ １ 、 θ ２ と 順 次 角 度 を も つ よ う に 折
り 曲 げ 加 工 さ れ た 光 フ ァ イ バ １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ 、 １ ５ ｃ か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 ま た 採 光 部 １ ７ と 、 火 炎 検 知 器 本 体 １ ６ で 使 用 さ れ て い る 光 フ ァ イ バ の 径 は 図 ６ （ ｂ ）
に 示 す よ う に 異 な っ て お り 、 採 光 部 に お い て 、 よ り 火 炎 光 を 入 射 さ せ る た め 、 径 の 大 き い
光 フ ァ イ バ ２ ６ を 使 用 し 、 光 伝 送 部 で は 径 の 小 さ い 光 フ ァ イ バ ２ ７ を 使 用 し て い る 。 こ の
よ う に 、 従 来 の 火 炎 検 出 器 は 、 光 の 伝 達 方 向 に 対 し て 、 順 に 光 フ ァ イ バ の 径 を 小 さ く す る
よ う に 、 複 数 の 光 フ ァ イ バ の 接 続 個 所 に コ ネ ク タ を 用 い て 連 接 し た 構 成 と な っ て い る 。 な
お 、 ２ ６ ａ 、 ２ ６ ｂ 、 ２ ６ ｃ は 火 炎 光 を 構 成 的 に 示 し た も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 3-74775号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 公 平 6-97187号 公 報
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 バ ー ナ 火 炎 に 対 し て 複 数 本 の 光 フ ァ イ バ を 用 い て 検 出 す る 火 炎 検 出 装
置 に お い て 、 従 来 と 比 較 し て 、 光 の 伝 送 損 失 を 大 幅 に 削 減 し 、 ま た 光 フ ァ イ バ の 曲 げ 部 に
対 す る 応 力 が 軽 減 す る こ と か ら 、 強 度 面 に お い て も 向 上 が 、 製 品 と し て の 信 頼 性 を よ
り 向 上 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 体 １ ６ の 外 筒 １ は 、 内 部 に 収 納 す る 部 材 を バ ー ナ 火 炎 に よ る 高 熱 か ら 保 持
す る の に 充 分 な 耐 熱 性 を 持 つ 、 ス テ ン レ ス 等 耐 食 、 耐 熱 性 の あ る 材 料 よ り 構 成 さ れ る 。 外
筒 １ 内 に は 、 そ の 先 端 部 近 傍 に 支 持 部 材 ３ を 介 し て 外 筒 １ に 取 り 付 け ら れ た 採 光 ヘ ッ ド ２
を 有 す る 。 こ の 支 持 部 材 ３ は 、 採 光 ヘ ッ ド ２ を 高 熱 か ら 保 護 す る 役 割 を も 担 っ て お り 、 耐
熱 性 の 見 地 か ら セ ラ ミ ッ ク ス 等 に よ り 構 成 さ れ る 。 ま た こ の 採 光 ヘ ッ ド ２ の 先 端 部 に は 、
先 端 開 口 部 ４ に 向 け て 、 異 な る 角 度 で ３ 本 の 溝 が 形 成 さ れ 、 各 々 の 溝 に ３ 本 の 採 光 用 光 フ
ァ イ バ （ ５ ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ ） が 、 光 フ ァ イ バ ５ ｂ を 中 心 と し て そ の 両 側 に 左 右 対 称 に 光 フ
ァ イ バ ５ ａ 、 ５ ｂ が 、 中 心 軸 か ら の 角 度 θ １ 、 θ ２ を 保 ち 、 一 定 の 視 野 を 有 す る よ う に 配
置 さ れ て い る 。 な お 、 ６ ａ 、 ６ ｂ 、 ６ ｃ は バ ー ナ の 火 炎 光 を 模 式 的 に 示 し た も の で あ る 。
ま た こ れ ら の 各 光 フ ァ イ バ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 同 一 径 の １ 本 の ケ ー ブ ル よ り 構 成 さ れ
、 先 端 部 の み 保 護 被 覆 材 ８ ａ を 備 え て い な い 。 こ の 保 護 被 覆 材 ８ ａ は 光 フ ァ イ バ の 曲 げ や
引 っ 張 り 強 度 を 保 持 す る た め の 被 覆 層 で 、 四 弗 化 エ チ レ ン （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） 等 で 構 成 さ れ る 。
こ れ ら の 保 護 被 覆 材 に お い て は 、 耐 熱 性 の 高 い も の で も ２ ５ ０ ℃ 前 後 で あ る た め 、 ４ ０ ０
～ ５ ０ ０ ℃ 以 上 の 耐 熱 性 が 要 求 さ れ る 採 光 部 に お い て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の 保 護 被
覆 材 ８ ａ を 除 去 し 、 １ ０ ０ ０ ℃ 以 上 の 温 度 に 耐 え う る コ ア 部 ８ ｂ 、 ク ラ ッ ド 部 ８ ｃ の み で
の 構 成 が 望 ま れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 採 光 部 に 配 置 さ れ た 各 光 フ ァ イ バ （ ） は 、 中 心 を 曲 げ ０ ° の
光 フ ァ イ バ 、 お よ び 左 右 （ ま た は 上 下 ） 対 称 に 角 度 θ １ の 曲 げ を 行 っ た 光 フ ァ イ バ

を 配 置 す る こ と に よ り 、 広 角 度 の 火 炎 検 出 器 を 可 能 と し て い る 。
　 こ の よ う に 構 造 を 簡 略 化 し 、 光 ケ ー ブ ル の 曲 げ 角 度 を 小 さ く す る こ と で 、 よ り 効 率 の よ
い 採 光 が 可 能 と な り 、 ま た 同 一 曲 げ の 光 フ ァ イ バ の 製 作 と な る こ と 、 及 び 接 続 部 を 必 要 と
し な い こ と か ら 、 コ ス ト 面 で の 大 幅 な 減 少 が 可 能 と な る 。
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